
 

 

横浜市みんなのおでかけ交通事業におけるプッシュ型支援の開始について 

（情報提供） 

 

横浜市では、地域公共交通を「増やす」取組として、交通空白地の解消を目指し、新た

な地域公共交通の導入を図る「みんなのおでかけ交通事業」により、プッシュ型の支援を

行っています。令和８年度は旭区で新たに３地区を対象に支援を開始します。 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 8 日 

都市整備局地域交通推進課 

区連会 資料３－３ 

【令和８年度プッシュ型支援地区】 
 

・白根（東側）地区 

・白根（西側）地区 

・南希望が丘・阿久和東地区 
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【取組１】誰もが移動しやすい地域公共交通の実現 ６億6,522万円
（７年度 ６億8,291万円）

➢ 地域公共交通を「守る」取組では、バス運転士不足へ

の対応策として、民間バス事業者の運転士を対象とし

た住宅手当補助を実施するとともに、バスネットワー

クの維持に向け、生活交通として必要な12路線に対し

補助金を交付

➢ 地域公共交通を「増やす」取組では、交通空白地の解

消を目指し、新たな地域公共交通の導入を図る「みん

なのおでかけ交通事業」により、既存地区の支援に加

え、プッシュ型の支援を新たに11地区で開始

➢ 地域公共交通を「使う」取組では、小学校への出前授

業の実施をはじめ、公共交通利用を促す「モビリティ

マネジメント」を推進

➢ これらの取組や民間と連携した技術の活用などの取組

を「地域公共交通計画」に基づき推進し、施策全体の

効果分析や評価、改善を実施

地域公共交通計画における
３つの基本方針と公共交通圏域の関係



地域公共交通を「増やす」具体的取組

地域公共交通サービスの導入支援         ３億3,990万円（７年度 ３億2,220万円）

７年度に開始した「みんなのおでかけ交通事業」では、よりスピーディに地域公
共交通「    」を導入できるよう、面積の大きな交通空白地を中心に、
地域の取組意向の確認やデータ等を活用した運行計画案の提案など、プッシュ型の
支援を実施します。また、運行に必要となる経費の一部を補助します。

【補助内容】

右図凡例
地区数

(R8.1月時点)

  交通事業者により運行中の地区 (実証運行含む) 12

  地域のボランティア等により運行中の地区 ４

  導入検討中・調整中地区 21

   Ｒ８新規取組候補地区【プッシュ型支援地区】
 (新規取組に向けて地域に取組意向を確認する地区)

11
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R8年度末の運行地区数

31地区以上※を目指し

地域や運行事業者の

皆様と取組を進めます

※本格11地区、実証20地区以上

運行形態 主な補助対象経費

路線定期運行

デマンド型運行

・運行経費（本格運行は経費の50％以下かつ上限600万円/年）

・システム費（デマンド型のみ） ・車両費

・停留所設置費 ・利用促進費 など

ボランティアバス

地域貢献送迎バス

・車両費、車検費用、自動車保険料、燃料費

・ボランティア（運転手・添乗員）への謝礼

・停留所設置費 ・利用促進費 など
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